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電気工事業は、電気を安全・安心に届けると
いう社会インフラを担っており、また、電気保
安・確保の観点から十分な人材の確保が求め
られているものの、仕事の内容や役割が外部か
ら見えにくい側面もあり、年々、人材の確保が
難しくなってきていることが課題として挙げ
られております。
そこで、秋田電気工事協同組合青年部では、
電気工事業を少しでも身近に感じてもらえる
よう、これまでにボランティア活動等を通じた
地域貢献活動を積極的に実施してきました。
今年度は新たな取組として、6月30日（金）、
秋田工業高等学校において電気エネルギー科
の1年生35名と青年部会員17名による交流会
を開催しました。交流会では、電気工事業を紹
介するDVDを視聴後、青年部会員による指導に
より、電動工具による電線切断やLANケーブル
の接続作業を一緒に行ったほか、高所作業車へ
の乗車体験等を通じて、生徒は貴重な経験を得
ることができました。

今回の取組について、
吉川修青年部長は、「新
しい取組を実現させるた
めに、秋田工業高等学校
側と子供達への安全を第
一に配慮しながら、でき
る限り実際の現場と同じ
体験をさせてあげたいと
準備を進めてきました。
今回の開催をきっかけに�

行事として定着させることで体験の提供を継
続していくことが当面の目標です。電気工事業
は裾野が広い職種であり、生徒たちには是非と
も電気工事の世界に入って活躍して欲しいで
す。」と話しています。

交流会を通じて地元の高校生に仕事内容へ
の理解を深めてもらうという取組は、当青年部
のほか、県内全ての電気工事組合が各地域で開
催する予定であり、未来の担い手の確保と電気
工事業の活性化に向け、業界が一丸となって取
り組んでいる最中です。
秋田県電気工事工業組合の千葉三四郎理事
長は、本取組に関して、「県内工業高等学校と
の交流事業については、各支部青年部を中心と
して平成28年度から開始した事業ですが、教
職員・生徒の皆さんからは電気工事業の仕事
内容について広く理解でき、将来の就職活動に
役立ちましたとの意見を多数頂きました。今後
も継続して実施し、電気工事業界について一
層理解していただけるように努めてまいりま
す。」と話しており、人材確保に向けて業界と
学校側双方による活発な取組が今後とも期待
されます。

青年部の積極的な事業活動がありました
ら、本誌にてご紹介させていただきますの
で、本会総務企画課まで是非お知らせくだ
さい。

電気工事業の現場体験
� 〜未来の担い手確保に向けた取組〜

県内の有効求人倍率は過去最高水準に達するなど、好調な雇用環境が続いている反面、中小企業
側にとっては、建設業、自動車整備業、介護福祉事業等を中心に若手人材の確保が困難な状況にあり
ます。
こうした中、秋田電気工事協同組合青年部（吉川修部長）では電気工事業の仕事内容についての
理解を深めてもらおうと、県立秋田工業高等学校（秋田市）との交流会を開催しましたのでご紹介
します。

［LANケーブル接続体験の様子］

［高所作業車への乗車体験の様子］

［吉川青年部長］




